
　株主の皆様には、平素より格別のご高配をいただき、
厚く御礼申し上げます。

　当社グループは化粧品やトイレタリー用品、食品向け
などのお客様の商品の価値を高める容器を提案しており、
特に当社が開発したスタンダードボトル（容器）をご利用
いただくことで、多額な費用や開発期間をかけることな
く、必要な容器を必要な時に必要な数だけ提供しておりま
す。2022年には世界で4,400の販売先があり、さらに2030
年には世界での取引先数を7,500とし、グループの売上高
を300億円とする2030年ビジョンを掲げております。
　また、世界的な環境問題意識の高まりもあり、「資源
循環型パッケージングカンパニー」を目指して、既存の
石化由来原料の使用量削減につながる様々な製品の開発
も進めております。
　今年5月、日本国内では4年ぶりの出展となった展示会
（化粧品産業技術展－CITE JAPAN）では、50種類の資源
循環型パッケージングの新製品を紹介し、ご来場いただ
いたお客様から大きな反響をいただきました。これらの
新製品は2030年ビジョンの達成に向け、今後大きく貢
献していくものと期待しております。

　2023年上半期におきましては、新型コロナウイルス
感染症に対する懸念から低迷していた需要が本格的に回
復に向かうことを想定し、営業活動範囲を拡大、提案型
営業の強化、資源循環型パッケージング製品の売上寄与
などによる売上増加を見込んでおりました。また中国に
おいてもゼロコロナ政策の解除による市民活動の通常化
で当社のお客様商品に対する需要の回復を想定しており
ました。しかし、日本国内で各施策の効果に時間を要し
ていることや、中国国内でゼロコロナ政策解除後も生活

防衛意識が強く働き、受注が低調に推移したことなど
で、当初計画していた売上高を確保できませんでした。
　この結果、2023年第２四半期は売上高71億56百万円
（前年同期比▲1.4%）、営業利益2億20百万円（前年同
期比▲54.1%）、経常利益2億87百万円（前年同期比
▲50.1%）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億
31百万円（前年同期比▲63.5%）と前年実績を下回る結
果となりました。さらに通期業績予想につきましても、
日本・中国での需要の回復を見込んではいるものの、第
２四半期末時点の受注状況等を勘案し、2023年7月21日
付けで予想数値を修正いたしました。
　一方、株主の皆様に対する2023年中間配当金につき
ましては、従来からの配当方針どおり純資産配当率4.0%
として1株につき18.00円を実施させていただきました。
期末配当金についても同様に実施したいと考えておりま
す。
　2023年下半期には、日本国内では上半期中に立ち上
げた新製品の販売を本格化するとともに、昨年から順次
実施している製品販売価格の見直しを継続して実施して
いくこと、中国国内では需要の減少等により低下してい
る売上を挽回していくことに取り組みます。また、オラ
ンダ子会社において以前より準備を進めていたインター
ネットを活用した販売方法を2023年秋にはスタートす
る予定です。

　当社グループの使命は「世界の器文化への貢献」で
す。当社では、かねてより資源循環型パッケージングの
開発に取り組んでまいりました。環境問題が叫ばれる今
こそ、創業期から見据えて来た「世界の器文化への貢
献」に向けて、社員一同一丸となって取り組んでまいり
ますので、株主の皆様におかれましては引き続きご支援
を賜りますよう、お願い申し上げます。

以　上

Standoutとは、際立つ・優れたの意味

代表取締役社長 

竹本 笑子
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第73期 中間期 株主通信

Standoutなパッケージング
ソリューションを目指し、
豊かで楽しい生活の創造に向けて
挑戦と進化をつづけてまいります。
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配当について

連結業績の推移

連結財務諸表
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現金及び現金同等物に係る換算差額
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　2023年12月期の中間配当金について、お知らせいたします。

2024年までの期間の配当につきましては、純資産配当率( DOE ）
4.0％を目途とすることにしており、2023年6月末株主に対する中間
配当金を1株当たり18円00銭とさせていただきました。なお、2023
年12月期期末の配当金は1株当たり18円00銭を予想しており、年間
配当金は36円00銭とさせていただく予定です。

≪当社の配当方針≫
1株当たりの配当金の推移（円）
■ 中間　■ 期末

1株当たり配当金の実績と予想

※当社は、2019年1月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式
分割を行っており、2018年12月期の1株当たり配当金の金額は、
当該株式分割の影響を考慮して記載しております。
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化粧品産業技術展（CITE JAPAN 2023）に出展しました

結城事業所新ブロー棟増築

2023年度上半期の主なトピックス

成形機設置前の生産エリア新ブロー棟外観

　2023年5月にパシフィコ横浜で開催され
た第11回化粧品産業技術展（CITE JAPAN 
2023）に4年ぶりに出展し、カーボンニュー
トラル、サーキュラーエコノミーの実現へ向
け、「資源循環型パッケージングカンパニー
を目指して」をテーマとした新製品や取り組
みの提案を行いました。

「資源循環型パッケージング」を全面に打
ち出し、展示品の9割、50種類の新製品を紹
介したことで、お客様から大きな反響があり
ました。

　茨城県結城市にある結城事業所内に新しい生産棟（新ブロー棟）が完成し、2023年3月より生産を開始しました。
　結城事業所内の旧ブロー棟から成形機を移設するとともに、資源循環型製品生産用の成形機を順次導入予定です。

《資源循環型パッケージングカンパニーを目指して》

連結貸借対照表（要旨） 連結損益計算書（要旨）

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）



見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

この株主通信は地球環境に
配慮した植物油インキと
FSC®森林認証紙を使用し
ております。

〒111-0036　東京都台東区松が谷二丁目21番5号　TEL‥03（3845）6107（代表）

40,997,600株
12,529,200株

11,729名

竹本容器株式会社
Takemoto Yohki Co., Ltd.
1953年（昭和28年）5月19日
代表取締役社長　竹本 笑子
東京都台東区松が谷二丁目21番5号
8億342万1,725円
容器の企画・開発・製造・販売

1月1日から12月31日まで

12月31日

6月30日

毎年3月
三菱UFJ信託銀行株式会社
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話0120-232-711（フリーダイヤル）
東京証券取引所プライム市場

98.71%
0.20%
0.45%
0.08%
0.56%

（2023年6月30日現在）会社概要／株式の状況
会社概要

役員

株式情報
大株主（上位 10名）

株式分布状況

竹本　笑子
深澤　隆弘
竹本　えつこ
穴田　信次
田中　達也
石川　雅郎
小川　一夫

※「個人・その他」は自己株式を含んでおります。

当会社の公告方法は、電子公告としておりま
す。電子公告は当社ホームページに記載して
おり、そのアドレスは以下のとおりです。
https://www.takemotokk.jp
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子
公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載して行
います。

2,870,000
647,400
616,700
597,900
534,600
426,000
257,700
220,000
200,000
158,000

竹本　笑子
竹本容器若竹持株会
竹本　えつこ
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
深澤　隆弘
竹本　雅英
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
深澤　英里子
竹本　力
山本　勝人

23.86
5.38
5.13
4.97
4.44
3.54
2.14
1.83
1.66
1.31

株主比率

株主メモ

個人・その他
金融商品取引業者
外国法人等
金融機関
その他の法人

商 号

設 立
代 表 者
所 在 地
資 本 金
事業内容

事 業 年 度

定時株主総会
株主名簿管理人

上 場 市 場
公 告 の 方 法

（同連絡先）

期末配当金受領
株 主 確 定 日
中間配当金受領
株 主 確 定 日

代 表 取 締 役 社 長
常 務 取 締 役
取 締 役

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株 主 数

社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

竹本容器（昆山）有限公司

北海道営業所
ジェイ・プラ事業所

ジェイ・トム事業所

岡山事業所

プラスコ事業所

結城事業所
TAKEMOTO
PACKAGING INC.

TAKEMOTO YOHKI INDIA PVT.LTD.

TAKEMOTO PACKAGING(THAILAND)CO.,LTD.

Takemoto Netherland B.V.

吉川事業所

本社
TOGETHER LAB
合羽橋ショールーム

福岡営業所

大阪営業所

名古屋営業所

上海竹本容器包装有限公司

上海竹本容器包装有限公司広州分公司

本社

TOGETHER LAB

合羽橋ショールーム

https://www.takemotopkg.com

（注）持株比率は、自己株式（500,400株）を控除して計算しております。


